
高津の「自由と創造」を守りたい 額田アッピール 

 

わが 5 期同窓会の会長 額田晃作氏が、現役校長と同窓会長へめずらしいアッピール文を

届けられました。山本健太郎氏の解説とともに そのいきさつをお伝えします。 

 

発端は今年六月二十三日の毎日新聞夕刊に掲載の川平家物語でした。川平家は高津とは何

の関係もありません、沖縄琉球王朝の伝統貴族です。その末裔で、放送事業で成功された川

平朝清(かびら ちょうせい)さん、92歳。昭和女子大学名誉教授の物語、この回は台湾で素

晴らしい教育を受けて人格が形成されたことをふり返っている記事でした。 

 

 

額田晃作氏がこれを読んでいるとき、この台北高等学校の校風が、高津の伝統「自由と創造」

にあまりに似ていることに気づかれました。額田氏は不思議に思い、母校史をよみなおした

ところ、まさしく高津中学の初代校長 三沢 糾氏が、台北高等学校初代校長に赴任しておら

れたことを確認されたのです。記事には三沢 糾校長の名前は全く出てこないので、額田さ

んの大発見だったのです。この記事にあるように自由と創造の校風教育が、いかに人材育成

に寄与してきたかを示しているモデルだと確信された額田氏が、現役の高津校長、同窓会長

あてに アッピールを出す決意をされたのです。アッピール文は次の通りです。 

なお文末に高津六十年史の中より 創立当時大正 7 年より昭和のはじめまでの記事のコ

ピーを添付します。 



アッピール文 

 

 大阪府立高津高校 校長 殿 

 大阪府立高津高校 同窓会会長 殿 

 

 突然ではありますが 

高校五期 額田晃作と申します。 

十年母校の歯科校医の任にあり、高津方式歯科検診を口腔衛生学会で発表 

 父収吉は中学 2 期生で武田長兵衛氏を同窓会会長にお願いし副会長を務めてまいりました。私

は父没後武田会長より田中太郎氏に至るまで高津同窓会の一翼を担わして頂きました。 

 二代会長 坂本氏を選挙で選ぶ、群芳を編纂し校史を織込む、民間校長の伝統破壊を防ぐ 

その他思えば余りにも多い出来事がありました、しかし高津の「自由と創造」を守りたい 

一心で対処し他の副会長も母校の為一生懸命にやってくれました。 

 

 さる六月二十三日毎日新聞夕刊文化欄に川平家物語を鈴木玲子が書いておられ。これは 

まさに高津初代校長三沢糾イズムではないかと気づき。60年史をひもとくとずばり父が 

云っていたように台北高等学校へ転任されそこでも三沢教育を教師。生徒に浸透されていたことが

明らかになりました。 

 先生の胸像は母校玄関に私がお願いして設置しました。 

高津が受験成績で優劣を付けるだけでなく人間形成を重んじる教育を現在においても自信をもっ

て貫いて頂きたいと存じます。 

 

 高津が一時期美術において全国制覇八回したのは卒業生の伝統の構築、先生の自由な熱い指

導あっての事で、現在の芸術教育無視は高津教育の衰退を放置されていると感じ母校を 

誇りに思えない残念さがあります。 

 

 



 



 


